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『車体整備士　問題と解説　平成26年版』
お詫びと訂正のお知らせ

　『車体整備士　問題と解説　平成26年版』をご購入いただきまして、誠にありがとうございます。

本書の内容に訂正がございました。この度は、ご迷惑をおかけ致しまして誠に申し訳ございませんでした。

訂正して、お詫び申し上げます。

ページ数　128ページ

第３章　　１．板金

■１■ 弾性変形と塑性変形

一般解説　　■ スプリング・バック

文字とイラストが被ってしまいましたので下記の通り訂正致します。

■スプリング・バック［車体３章・教科書外］

スプリング・バック

① スプリング・バックは、鋼板を折り曲げて力を除

くと、やや元の状態に戻る現象をいいます。

② 自動車の損傷では程度の差があるものの、必ずス

プリング・バックが起きています。


